
6．10．3 評価

6．10．3．1 エ事 の実施

1） 環境影 響 の回避・ 低 減 に係 る評価

（1）環境保全措置

（D 土 地 の 改 変 に よ る個 体 の 消 央

改 変 区 域 に お い て確 認 され た 重 要 な 種 の うち 、 甲殻 類 1 種（サ キ シ マ ヌ マ エ ビ）、 マ

キ ガ イ 類 3 種（オ カ イ シ マ キ ガ イ 、 ム ラ ク モ カ ノ コ ガ イ 、 コハ ク カ ノ コガ イ ）の 計 4 種

に つ い て は 、 改 変 区域 内 の 生 息 個 体 が 消 失 す る こ と に よ り事 業 実 施 区域 周 辺 の 個 体群

が存 続 で きないおそれ が あ る と予測 され 、 生息状況 に及ぼす環 境影響 の程 度 が極 めて

′j、さ い と は判 断 され な い 。 こ の た め、「事 業 実 施 区域 周 辺 の 重 要 な 種 の 個 体 群 の 存 続 」

を環 境 保 全 上 の 基 本 的 な 考 え 方 と し、 環 境 保 全 措 置 を以 下 の とお り検 討 し た。

・ ボ ッ クス カル バ ー トの 下 流 に ビオ トー プ を創 出 し、甲殻 類 1 種（サ キ シ マ ヌ マ エ ビ）、

マ キ ガ イ 類 3 種（オ カ イ シ マ キ ガ イ 、 ム ラ ク モ カ ノ コ ガ イ 、 コ ハ ク カ ノ コ ガ イ ）の 計

r 、 4 種 に つ い て 工 事 着 工 前 に 改 変 区域 内 の 踏 査 、捕 獲 を行 い 、移 動 を行 うこ と に よ り、

個 体 群 の 存 続 を図 る。

また 、サ キシマヌマ エ ビ等 の両側回遊性 の種 の移動経 路 につ いて は、事 業 の計画検

討 に 当た って講 じた環 境保 全 配慮 として 、「空港施 設 北側 の小河川 及 び北 側 進入 灯部

分 の 小 河 川 に 、 ボ ッ ク ス カ ル バ ー トを設 置 す る 」 こ と と して お り、 空 港 施 設 に よ って

上流 部 と下流部 の水 路 は分断 され ず、 両側 回遊性 の種 の移 動経路 は確保 され る こ とか

ら、重要 な種 の生息状況 の変 化 は極 めて小 さい と予測 され 、環境影 響 の程度 は極 めて

小 さ く、 環 境 保 全 措 置 を講 ず る必 要 は な い もの と判 断 した 。

北側 進入 灯部分 の小河川 につ いては改変 は な く、生息環境 は現 状 のま ま保 存 され、

空 港施 設北側 の小河川 につい て は空港施 設 に よ り生息環境 が一部 消失す る もの の、上

流 部 は 現 状 の ま ま保 存 され る こ とか ら、 重 要 な種 の 生 息 状 況 の 変 化 は極 め て 小 さい と

／一、 予 測 され 、 衆 境 影 響 の 程 度 は極 め て小 さ く、 環 境 保 全 措 置 を 講 ず る必 要 は な い もの と

判 断 した 。

②機 械 処理水 に よる生息・ 生育環 境 の変化

事 業 の 計 画 検 討 に 当 た り講 じた 環 境 保 全 配 慮 は 、 以 下 に 示 す とお りで あ る。

・ 赤土 等流 出防止対策 を実 施す る。

上 記 の環境保全 配慮 を予 測 の前提 として検 討 した結果 、機械 処理 水 の混 合後 の河 川

S S濃 度 は、平 常時 にお い ては水 産用水基 準（25正唱／L以 下）に対 して約 半分 の 13．1m gノLで

あ り、 降雨時 におい ては希釈 され る効果 が見 られ、重 要 な種 の生息・ 生育 環境 の変 化

は極 めて小 さい と予測 され 、環境影 響の 程度 は極 めて小 さ く、衆境保 全措 置 を許ず る

必 要 は な い も の と判 断 した 。
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